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６ 今年度の重点目標に対する総合評価 

 今年度、５つの重点項目１０指標のうち、目標に達成しなかった指標が２指標であった。

昨年度も達成されていない項目が２指標であった。今年度も重点目標を設定する際に、昨年

度の結果を十分に分析し方策等に反映させた。その結果、改善された指標は進路支援（進路

希望実現率）、達成されなかった指標は学習活動（専門教科、農業・園芸関連の資格や検定

の受検者数と取得資格数の増加と合格率の向上）、昨年から引き続き達成されなかった指標

は学校生活（年間遅刻回数）であった。他の８つの指標については、当初の目的を達成でき

たか、おおむね達成できた。 

 学校生活では、今年度も粘り強い個別指導を継続して取り組んだが、特定の生徒や年次に

よっての温度差もあり目標達成には及ばなかった。しかし、多くの生徒は、遅刻や欠席が少

なく今後の具体的方策の糸口が見えてきた。 

 学習活動（専門教科、農業・園芸関連の資格や検定の受検者数と取得資格数の増加と合格

率の向上）は、達成目標の５割程度の結果に終わった。受検者数そのものが少なかったこと

に加え、合格者も少なかった。一方、農業高校生としてより重要と考えられている農業クラ

ブ技術検定の受検者数や合格者数、小型作業系建設機械の作業免許の取得希望者数、取得者

数は増加した。継続した授業等の環境作りや資格取得の重要性、資格取得の機会の創出を目

指して取り組んだ成果が現れた結果と思わる。 

 学習活動（専門教科）では、生徒の農業学習の意欲向上を図るため、従来の農業・園芸関

連の資格や検定に加えスマート農業について学ぶ機会を多く設け、生徒に学習意欲を喚起し

た。 

 本校は、多様な生徒に対する指導対策として、スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー、巡回指導員など外部機関との連携を密にし、教職員を対象とした特別支援教育

学習会を開催するなどして、情報交換を積極的に行うことで教職員全体で取り組む体制作り

を構築している。その効果が学校生活における基本的生活習慣の確立や後のキャリア教育等

を柱とした進路指導の重点項目の目標達成に寄与している。 

 他の項目については、今回の課題に対する達成度を今後も維持し個々の生徒に適した、よ

り具体的な取組みが必要であると考える。これらのことから、今年度の総合評価は「Ｂ」と

した。 

 

７  次年度へ向けての課題と方策 

 (1) 生徒の学習実態に合った個別指導を引き続き行い、生徒が学習に計画的・継続的に取り

組む習慣を身につけさせることで学習への意欲を育む。 

（2) 授業改善を図り、生徒自らが達成感や自己肯定感を得られるような授業実践に努める。 

 (3) 専門教科（農業関係）の資格取得や各種大会入賞のための指導の充実・改善を図るとと

もに、地域と連携した農業教育等地域貢献活動を推進する。 

 (4) 常識ある社会人を育成するため、地域の人々と積極的に触れあう機会や地域貢献の機会

を設け、ボランティア意識を高めるような活動を積極的に取り入れる。 

 (5) 将来の社会的・職業的自立と進路希望実現率の維持向上のため、引き続きキャリア教育

における指導内容と、新規活動の充実と改善に取り組むとともに、進路内定後の指導も

継続的に行う。 

 (6) 関係機関との連携を深め、生徒の学校生活がより円滑になるとともに、将来の進路決定 

   につながるような支援を継続的に行う。 
 












